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 都市環境学部  教　授　　菊地　俊夫（委員長）
 システムデザイン学部 教　授　　難波　治








　 1 ．学内専門委員（規程第 8 条第 3 項）
　　総　括 理学部  教　授　可知　直毅
　　庶　務 理学部  助　教　加藤　英寿（利用窓口）
 都市環境学部  助　教　高木　悦郎（小笠原クラブ）
 都市環境学部  教　授　沼田　真也（教育プログラム）
　　会　計 理学部  教　授　可知　直毅
　　編　集 人文社会学部  教　授　ロング　ダニエル
 理学部  准教授　江口　克之
 理学部  准教授　クローニン　アダム
 理学部  教　授　可知　直毅






 1．総　額 1,434,000 円
 2．支　出
 　1）旅 費 / 物品費 1,321,000 円 
 
旅費 485,000 円 
 
小笠原研究年報 41 号（2017 年度）/ 
Ogasawara Research No 44（2017 年度）印刷費 736,000 円 
　　　 郵送費 10,000 円 
ホームページ管理費 85,000 円 
小笠原研究施設消耗品 5,000 円
  小計　　836,000 円
 　2）人件費　（発送リスト管理・発送・HP 管理アルバイト） 113,000 円
 　　　　　　　　  計 1,434,000 円
　　　　決　算
 1．総　額 1,451,477 円
 2．支　出
 　1）旅 費 / 物品費 1,321,000 円 
 
旅費 582,572 円 
 
小笠原研究年報 41 号（2017 年度）/ 
Ogasawara Research No 44（2017 年度）印刷費・送付費 710,208 円 
　　　郵送費 4,684 円 
　　　ホームページ管理費 21,600 円 
　　　小笠原研究施設消耗品 1,911 円 
　　　物品費返納分 25 円
  小計　　738,428 円
 　2） 人件費　（発送リスト管理・発送・HP 管理アルバイト） 130,477 円 ＊



















































































































































































































































































































































Sorbonne University. CNRS, 
Institute of Ecology and 
Evolution.
　Thibaud Monnin
A study of the biology and phylogeography 




























































































































































































































































































0 0 1 3 6 6 3 5 4 0 0 5 33 
(0) (0) (3) (0) (1) (4) (4) (0) (0) (1) (13)
延利用者数
0 0 5 12 32 25 19 16 32 0 0 18 159 




0 0 2 9 27 6 5 4 3 0 0 25 81 
(0) (7) (8) (2) (5) (4) (3) (0) (0) (22) (51)
延利用者数
0 0 18 70 145 43 34 14 26 0 0 115 465 






0 0 6 10 13 9 2 6 6 1 4 6 63 
(6) (10) (12) (8) (2) (6) (6) (1) (4) (6) (61)
延利用者数
0 0 47 51 70 69 37 60 70 16 40 43 503 






0 0 3 0 0 0 0 5 0 0 0 0 8 
(3) (0) (0) (0) (0) (5) (0) (0) (0) (0) (8)
延利用者数
0 0 9 0 0 0 0 60 0 0 0 0 69 
(9) (0) (0) (0) (0) (60) (0) (0) (0) (0) (69)
月　計
実利用者数
0 0 12 22 46 21 10 20 13 1 4 36 185 
(0) (0) (9) (17) (23) (10) (8) (19) (13) (1) (4) (29) (133)
延利用者数
0 0 79 133 247 137 90 150 128 16 40 176 1196 




0 0 5 4 10 20 1 1 0 3 0 6 50 
延 走 行
距 離 数
0 0 50 10 396 265 32 16 0 32 0 138 939 
当 月 最 終
走 行 距 離




1 3 17 22 32 24 9 6 2 3 3 20 142 
(1) (2) (12) (19) (12) (18) (7) (5) (2) (3) (2) (14) (97)
延利用者数
4 55 378 129 173 216 92 24 9 12 12 124 1228 
(4) (8) (302) (96) (89) (144) (77) (20) (9) (12) (8) (100) (869)
（注意）
































に刊行し、原稿〆切は 1 月 20 日である。「小笠原研究年報」の印刷部数は 500 部で、著者























　 　1 行目にタイトル（中央揃え）を書く。2 行目は空白とし、3 行目以後に著者名（所属）


















　メートル法に準拠する（例：1/3、10%、15 m、40 km、63 g、3.5 t など）。
　3．本文中での文献の引用の仕方
　 　上付きの 1 などは用いない。日本語文献は、著者が 2 名以下の場合は「伊藤（1993）、
内田・松田（1990）によると・・」、著者が 3 名以上の場合は「木村ほか（1993）による
と・・」のように引用する。文末の（  ）内での引用は「・・が知られている（内田・松
田、1990; Wilson et al., 1992）。」や「・・である（上田ほか、1993）。」のように引用する
（et al. はイタリックで表記。（ ）内の複数文献は半角のセミコロンで区切る）。
― 98 ―
　 　欧文文献は、Balford & Thomas（1992）、3 名以上は Burleu et al.（1982）のように
引用する。文末の（  ）内での引用は、「・・が知られている（Balford & Thomas, 1992 ; 







町田 洋・新井 房夫（1978）南九州鬼界カルデラから噴出したテフラ―アカホヤ火山灰 . 第
四紀研究 17: 143-163.
日本語の報告書








Aubry MP, Berggren WA & Kent DV (1988) Paleogene geochronology; an integrated 
approach. Paleoceanography 3 : 707-742.
　雑誌のタイトルはイタリックにする。
欧文の報告書
Olsen RR & Cameron JL (1993) Larval development of the pencil urchin. Proceedings of 
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6th International Echinoderm Conference, 807p.
　報告書のタイトルはイタリックにする。
欧文の単行本




Hori R, Pang VPE & Jin LT (1991) On the pattern of gonadal development of the sea 
urchin. In: Biology of Echinodermata (Ed. by Yanagisawa T, Yasumasu I, Oguro C, 
Suzuki N & Motokawa T), 249-255.
　本のタイトルはイタリックにする。
欧文のオンラインの情報
Plummer M (2018) rjags: Bayesian Graphical Models using MCMC. R package version 4‐
8. https://CRAN.R-project.org/package=rjags, Accessed 24 April 2019.
5．表
　 　表は 1 つずつ別紙に書かなければならない。1 つの表は原則として 1 ページに印刷で


















　原稿〆切は原則として毎年 1 月 20 日である。原稿の掲載可否は編集委員会で決定する。
原稿は E-mail の添付ファイルあるいは CD-R 等で編集委員会宛に送付する。なお、添付
ファイルの上限は 10MB とする。本文は Microsoft Word で作成し、1 つのファイルにする
（一太郎等で作成した場合は Word 形式に変換）。使用するフォントは、小見出しは MS ゴ








　報文の印刷物 30 部および PDF 版（論文中の図はカラー）を著者に無料で提供する。
― 101 ―
「Ogasawara Research（小笠原研究）」投稿要領



















　原稿〆切は原則として毎年 1 月 20 日である。電子ファイルとプリントアウト 1 部を編集
委員会あてに送付する。電子ファイルは、「本文」は Microsoft Word、「表」は Microsoft 
















































第 四 条　小笠原施設を使用しようとするものは、別記様式第 1 号により小笠原研究委員
会委員長（以下「委員長」という。）に申請しなければならない。








































整理番号    −     
首都大学東京小笠原研究施設使用申請書 
Application for the Use of Ogasawara Field Research Station 
    年(Year)   月(Month)   日(Day) 
小笠原研究委員会委員長 殿 To Chairperson of the Ogasawara Research Committee 
所属 Affiliation 
職  Title 
氏名 Full name 
                          電話（内線）Tel no. (Ext. no.) 
下記の通り施設使用を申請します。 I hereby apply as follows: 
記 
１. 目 的（研究テーマ）Research theme 
 
２. 使 用 期 間 Period of use 
  自 From       年(Year)    月(Month)    日(Day)  
  至 To       年(Year)   月(Month)    日(Day) （   名 No. of people ×   日 No. of days 延べ  日 Total no. of days） 
注）同一グループに使用期間が異なるメンバーが含まれる場合は、使用期間ごとに複数の申請書に分けて申請して
ください。 If the period of use is different in members of the group, please submit a separate application form for each period.  






※上記使用者にグループ代表者が含まれない場合 代表者氏名 Representative of the group：               
* If a representative of the group is not included in “3” above, please write the name. 
 
  
４．調査用自動車 University-owned vehicle for research 
  １. 使用する Required  2．使用しない Not required （どちらかを消す）Delete the one you do NOT choose. 
 
※以下は記入不要です。Office use only 
平成   年   月   日  
上記申請について 許可 ・ 不許可 とする。  






整理番号    −     
首都大学東京小笠原研究施設使用報告書 
Report of the Use of Ogasawara Field Research Station 
    年(Year)   月(Month)   日(Day) 
小笠原研究委員会委員長 殿 To Chairperson of the Ogasawara Research Committee 
所属 Affiliation 
職  Title 
氏名 Full name 
                          電話（内線）Tel no. (Ext. no.) 
下記の通り施設を使用しましたので報告します。I hereby report as follows: 
記 
１．目 的（研究テーマ）Research theme 
   
２．使 用 期 間 Period of use 
    自 From       年(Year)    月(Month)    日(Day)  
    至 To       年(Year)   月(Month)    日(Day) （   名 No. of people ×   日 No. of days 延べ  日 Total no. of days） 
注）同一グループに使用期間が異なるメンバーが含まれる場合は、使用期間ごとに複数の報告書に分けて報告して
ください。 If the period of use is different in members of the group, please submit a separate report form for each period.  




※上記使用者にグループ代表者が含まれない場合 代表者氏名 Representative of the group：               
* If a representative of the group is not included in “3” above, please write the name. 
４．調査用自動車 University-owned vehicle for research 
 １．使用した Used       年(Year)   月(Month)   日(Day)  〜    年(Year)   月(Month)   日(Day) 
 ２．使用しなかった Did not use 
５．その他（施設の最終点検・異常等）Other (Final check on facility, etc.) 
 
 □ 浴室・台所・湯沸器のガス元栓            □ 施錠（窓、出入口）    □ 各室消灯 
     Turned off the main valve (bathroom/kitchen/water-heater)    Locked up (windows/door)       Switched the light off (each room) 
 □ 引継（他のグループ代表者氏名：      ）Took-over to: (Representative of other group                        ) 
 □ その他 Other                                   
※以下は記入不要です。  Office use only           
報告内容について確認しました。 平成   年   月   日  
 
 
























整理番号    −     
首都大学東京小笠原研究施設使用報告書 
Report of the Use of Ogasawara Field Research Station 
    年(Year)   月(Month)   日(Day) 
小笠原研究委員会委員長 殿 To Chairperson of the Ogasawara Research Committee 
所属 Affiliation 
職  Title 
氏名 Full name 
                          電話（内線）Tel no. (Ext. no.) 
下記の通り施設を使用しましたので報告します。I hereby report as follows: 
記 
１．目 的（研究テーマ）Research theme 
   
２．使 用 期 間 Period of use 
    自 From       年(Year)    月(Month)    日(Day)  
    至 To       年(Year)   月(Month)    日(Day) （   名 No. of people ×   日 No. of days 延べ  日 Total no. of days） 
注）同一グループに使用期間が異なるメンバーが含まれる場合は、使用期間ごとに複数の報告書に分けて報告して
ください。 If the period of use is different in members of the group, please submit a separate report form for each period.  




※上記使用者にグループ代表者が含まれない場合 代表者氏名 Representative of the group：               
* If a representative of the group is not included in “3” above, please write the name. 
４．調査用自動車 University-owned vehicle for research 
 １．使用した Used       年(Year)   月(Month)   日(Day)  〜    年(Year)   月(Month)   日(Day) 
 ２．使用しなかった Did not use 
５．その他（施設の最終点検・異常等）Other (Final check on facility, etc.) 
 
 □ 浴室・台所・湯沸器のガス元栓            □ 施錠（窓、出入口）    □ 各室消灯 
     Turned off the main valve (bathroom/kitchen/water-heater)    Locked up (windows/door)       Switched the light off (each room) 
 □ 引継（他のグループ代表者氏名：      ）Took-over to: (Representative of other group                        ) 
 □ その他 Other                                   
※以下は記入不要です。  Office use only           
報告内容について確認しました。 平成   年   月   日  
 
 


















ウェブサイト     http://www/tmu-ogasawara.jp/
印　刷：（株）相模プリント
　　　　〒252−0144 神奈川県相模原市緑区東橋本1−14−17
　　　　電話 042−772−1275
古紙配合率70％再生紙を使用しています
